
令和７年度 流山市障害者活躍推進計画実施報告 

 

１．本市の状況  

・本市における障害者の法定雇用率等  

６月１日時点の状況   

区 分 ／ 年 度  令 和 ７ 年 度  

雇

用

者数※

１ 

【 常 勤 職 員 】  

障 害 者 数  

（ 職 員 数 ）  

３ ５ 人  

（ １ ， ２ ３ ０ 人 ）  

【 非 常 勤 職 員 】  

障 害 者 数  

（ 職 員 数 ）  

５ 人  

（ １ ， １ ２ ３ 人 ）  

法 定 雇 用 率 ※ ２  ２ ． ８ ％  

実 雇 用 率 ※ ３  ２ ． ５ １ ％  

※ １： 常 勤 職 員及 び 非 常 勤職 員 の 職 員数 は ４ 月 １日 時 点 の 状況 で 、 す べて の 機 関 の合 計 で

す 。  

※ ２ ： 従 業 員 に占 め る 身 体・ 知 的 ・ 精神 障 害 者 の割 合 の こ とで 、 障 害 者雇 用 促 進 法に よ

り 、達 成 が 義 務付 け ら れ てい ま す 。 算出 に 当 た って は 、 障 害の 度 合 い によ り 人 数 をダ ブ ル

カ ウン ト （ ハ ーフ カ ウ ン ト） す る た め、 実 人 数 と相 違 が 生 じま す 。  

※ ３ ： 本 市 の 市長 部 局 及 び教 育 委 員 会を 対 象 に 算出 し て い ます 。  

２．実施状況  

目標の達成状況  （１．  採用に関する目標）  
→積極的に障害者（常勤職員・会計年度任用職

員）の採用を行い、雇用率の向上を図る。  

・常勤職員については、令和８年度の職員募集

を行いましたが、合格者がなく、採用実績はあ

りませんでした。会計年度任用職員について

は、新たに「チャレンジドオフィスながれや

ま」を開設しました。開設当初は４名でした

が、最終的には６名に増員しました。  

 

（２．定着に関する目標）  

→採用後１年間の定着率を１００％にする。  

・令和７年度末時点で、前年度採用者の定着率

は１００％でした。  

 

（３．満足度に関する目標）  

→職場における満足度を１００％にする。  



・現在働いていることについての全体評価につ

いて、「満足」、「どちらかというと満足」と回

答した割合は１００％でした。  

 

（４．キャリア形成に関する目標）  

→新たな職域の開拓等、活躍できる場の整備を

する。  

・引き続き、各業務の見直し等により、活躍で

きる場の整備を行いつつ、フィードバック面接

等に際し、その意見を吸い上げ、反映していき

ます。  

取組内容の実施状況  （１．障害者の活躍を推進する体制整備）  

・障害者雇用推進者として人材育成課長を選任

しました。  

・障害者職業生活相談員として、人材育成課職

員を選任しました。また、新たに人材育成課及

び障害者支援課職員の計４名が障害者職業生活

相談員資格認定講習を受講しました。  

・流山市障害者雇用推進チームを設置しまし

た。  

・引き続き、本人の意欲や個性に応じて能力を

有効に発揮できる職場づくりに取り組んでいき

ます。  

 

（２．障害者の活躍の基本となる職務の選定・

創出）  

・採用時、障害特性や能力を把握した上で人事

配置を実施しました。また、現在働いている障

害者である職員や中途障害者となった職員につ

いても、勤務の希望調査等を活用した職務の選

定及び創出を検討しました。  

・障害者の雇用の創出と自立支援を図ることを

目的とした「チャレンジドオフィスながれや

ま」を実施しました。令和７年度は、時期によ

り庁内の依頼量は変動しましたが、単発作業が

３７９件、定期作業が１１件でした。  

 

（３．障害者の活躍を推進するための環境整

備・人事管理）  

・令和７年度においても、前年度に引き続き障

害者に特化した採用試験を実施しました。ま

た、全ての採用試験において、障害者の採用に

際して障害の特性に応じた配慮を行うとともに

不当な差別的取扱いを行いませんでした。  

・障害者である職員と協議し、必要となる合理

的配慮を確認した上で、関係部局と連携してサ

ポートを行いました。  



・各部局において、障害の特性に応じた配慮を

行うとともに、全職員の取得に向けたユニバー

サルマナー検定の実施等、障害者に対する理解

を深めました。  

・人事評価等において、障害者であることを理

由に不当な評価を行いませんでした。  

・人材育成課及び障害者である職員の所属長

が、障害者である職員と面談を行い、適正な支

援に努めました。  

 

（４．優先調達）  

・引き続き、障害者就労施設等からの調達を通

じて、障害者の活躍の場の拡大に向けた取組を

推進しています。  

点検結果  ・令和７年６月１日時点の実雇用率は、目標の

２．８％に達成しなかったため、今後は公共職

業安定所とも連携を図りながら取組を継続して

いきます。  

・チャレンジドオフィスながれやまについて

は、安定した業務量の確保、指導体制や業務管

理体制の整備も進めていきます。  

計画の見直し・修正  ・今後、必要に応じて計画の見直し等を行いま

す。  

 


